
生徒の皆さんへ ～ 校長よりメッセージ ～ 

  

令和４年度が始まり、まもなく４か月が経ちます。これまでの期間、充実した学校生活

を送ることはできたでしょうか。自分の「夢」や「目標」に近づくことができたでしょう

か。また、明日より夏季休業期間に入ります。夏休みは自由に過ごせる時間が増える分、

学習や部活動等にいつも以上に熱心に打ち込むことができます。普段できないことに挑戦

することもできます。しかし、過ごし方次第では生活のリズムを著しく損ねてしまう危険

性もあります。ぜひ、それぞれが「目標」と目標達成のための「計画」をしっかりと立て、

有意義で充実した夏休みを過ごしてほしいと思います。 

さて、長期化する新型コロナウイルスパンデミックの影響により、様々な面で不安やス

トレスを感じるようになった人は年々増加しています。国立成育医療研究センターによる

調査では、新型コロナウイルスが出現した令和２年度以降、約 30％の高校生に中等症以上

の「うつ症状」が見受けられるようになったとの深刻な調査結果も出ています。皆さんの

中にも、学習のこと、進路のこと、部活動のこと、友人のこと、家族のことなどで不安や

悩みを抱えたり、新型コロナウイルスへの感染予防が続く日々の生活に大きなストレスを

感じている人もいたりするのではないかと思います。 

明日から夏休みが始まりますが、もし夏季休業期間中に、不安や悩み、ストレス等を感

じた時には、一人で抱え込まずに遠慮なく学校に連絡し、担任の先生や部活顧問の先生、

養護教諭や信頼できる先生などに相談してください。もちろん校長室に直接来ていただい

ても構いませんし、「24 時間子どもＳＯＳダイヤル」など下記の相談窓口に電話で相談す

ることも可能です。先生方をはじめ皆さんの周囲の人たちは必ず力になります。そして、

きっと悩みや不安を解決するためのヒントが見つかるはずです。肝心なことは、「一人で抱

え込まない」ということです。遠慮なく相談してください。 

それでは皆さん、引き続き新型コロナウイルスの感染防止対策を万全にし、有意義な夏

休みをお過ごしください！     

 

令和４年７月 20日                     校長 石倉 隆之 

 

 

 

※主な相談先一覧 

〇麻溝台高等学校：042-778-2731（代表） 

※下四桁番号 3167（１学年直通）1076（２学年直通）2863（３学年直通）  

〇24時間子どもＳＯＳダイヤル：0120-0-78310（県立総合教育センター）                 

 〇相模原市こころのホットライン：042-769-9819（毎日受付 17:00～22:00） 

 〇人権・子どもホットライン：0466-84-1616（毎日 9:00～20:00休みなし） 

 〇相模原市児童相談所：042-730-3500（月～金 8:30～17:00） 



令和４年７月 20 日 

保護者の皆様 

県立麻溝台高等学校 

校長  石倉 隆之 

 

夏季休業中におけるお子様の健康観察等に係るお願い 

  

小暑の候、保護者の皆様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。また、日ご

ろ、本校の教育活動に対しご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。 

本校では、明日より 36 日間の夏季休業期間に入ります。自由に過ごせる時間が増える夏休みをより

有意義に過ごすためには、何よりも一人ひとりが「目標」を持ち、自ら時間を管理しながら計画的に行

動することが大切です。ぜひ、ご家庭におかれましても、お子様が一定の生活リズムを保ちながら学習

や部活動等に取り組むことができますようご指導とご協力をお願いいたします。 

さて、長期化する新型コロナウイルスパンデミックの影響により、様々な面で不安やストレスを感じ

るようになった人が年々増加しています。高校生におきましても、学習のこと、進路のこと、部活動の

こと、友人のこと、家族のことなどで不安や悩みを抱えたり、新型コロナウイルスへの感染予防が続く

日々の生活に大きなストレスを感じていたりする生徒が増加しています。国立成育医療研究センターに

よると、新型コロナウイルスが出現した令和２年度以降、約 30％の高校生に中等症以上の「うつ症状」

が見受けられるようになったとの調査結果も出ています。 

そこで、明日から夏休みが始まるにあたり、保護者の皆様におかれましては、夏季休業期間中におけ

るお子様の健康状態や生活の変化等について観察していただき、もし、何かに不安やストレスを感じて

いたり、精神的に不安定な状態や体調不良が数日続くようでしたら、ぜひ、お子様の話しに耳を傾け、

気持ちに寄り添っていただくとともに、遠慮なく学校に連絡し、担任や部活顧問等にご相談ください。

何よりも大切なことは、お子様の変化にいち早く気づき支援することです。今後も、保護者の皆様と学

校が連携し、生徒の健やかな成長をサポートしてまいりたいと思いますので、ご理解とご協力をよろし

くお願いいたします。 

 

 

参考：不安や悩みを抱えている人が出すサイン 

    〇本人の訴え 

眠れない、生活に充実感がない、楽しめない、何をやっても不安、楽しめない、 

理由もなく疲れている 気分が落ち込む  等     

〇家族が気づくサイン 

 口数が少なくなる、食欲がない、調子が悪そう、元気がない、生活パターンが変わる、 

 長く考え込んでいる、服装が乱れている、生活が不規則になる  等 

  

 

 



令和４年７月 20日  
保護者の皆様 

県立麻溝台高等学校長  

 
夏季休業に向けた新型コロナウイルス感染症対策について（お知らせとお願い） 

 
保護者の皆様におかれましては、日頃より本校の教育活動について、ご理解とご協力をい

ただき感謝申し上げます。 
さて、現在、県内において新規感染者数が急増しており、全国的にも感染・伝播性の高い

オミクロン株（BA.5）への置き換わりが進み、この先、感染者数がさらに増加することが懸
念されています。 
つきましては、県教育委員会からの指示に基づき、本校では次のとおりに対応いたします

ので、ご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。 
 

【夏季休業中の留意事項】 
○毎日の健康観察を引き続き実施し、体調不良のある生徒の登校及び部活動等教育活動へ
の参加は控えるよう指示徹底を行う。 

〇生徒の部活動等教育活動への参加状況をしっかりと把握し、感染防止対策を徹底した上
で教育活動を実施する。 

〇部活動等で陽性者が発生した場合は、濃厚接触者相当の者の特定を速やかに行い、学校
全体の教育活動の停止や中止を招くことがないよう心がける。ただし、同一部活動で複
数の濃厚接触者が出て感染拡大が懸念される場合、一旦、当該部の活動を停止すること
もある。 

〇濃厚接触者相当の者の特定にあたっては、教育活動前後やそれ以外の場所での接触状況

についても聞き取りを行う。 
〇感染防止対策にあたっては、熱中症防止の観点からも、寝不足や欠食の状態で部活動等
に参加することのないよう指導を徹底し、状況に応じてマスクを外す指導、室温（室温
28℃以下になるよう設定）の管理、こまめな休憩と水分補給等の対応を行うとともに、
可能な限りの身体的距離の確保、換気、マスクを外している時は会話を控える等の対策
を講じる。 

 
※家庭における感染防止対策に係る協力依頼について 

 〇検温及び健康観察の徹底、原則マスクの着用、手洗い・手指消毒等基本的な感染防止対
策を継続して行ってください。 

〇十分な睡眠、バランスの取れた食事等を心がけるようにしてください。 

〇体調不良等が見られる場合は、部活動等の教育活動への参加を含めた外出は控え、自宅
で休養、もしくは医療機関を受診するようにしてください。 

〇万一、「コロナに感染した」または、「濃厚接触者に特定された（学校以外で）」場合は、 
 速やかに学校にご連絡ください。 
 ※陽性となった場合の自宅待機期間 
  発症日を０日として 10日間（無症状患者の場合は検査日から７日間） 
 ※濃厚接触者となった場合の自宅待機期間 
  患者と接触した最終日を０日として７日間（無症状の場合、４日目、５日目に抗原定 
  性検査の結果が陰性の場合、５日目から登校可能）  

    

なお、何か不安なことや、心配なことなどがございましたら、遠慮なく学校までご相談
ください。 

 
問合せ先 
副校長 橘 
教 頭 中村 
電 話  042-778-2114（直通） 


